








コカ・コーラシステムの事業活動は、「いつでも、どこでも、誰にでも」おいしい飲料をお客様にお届けしたいという願いとともに世界に広がり、その願いは「コカ・コーラ」の誕生から140年経過した今も受け継がれています。

日本のコカ・コーラシステムは、炭酸飲料をはじめ、茶系飲料、スポーツ飲料、水など幅広いカテゴリーにおいて、お客様のライフスタイルや嗜好に寄り添った製品を展開しています。

日本のお客様の多様なニーズに応える製品ポートフォリオ　適正飲酒／トクホ・機能性表示食品

コカ･コーラシステムは、市場やお客様の健康志向ニーズにいち早く応え、革新的な製品を開発・発

売してきました。今後もトクホ（特定保健用食品）・機能性表示食品の拡充を図り、多くのお客様にご

飲用いただける製品を提供してまいります。

『健康』に着目したトクホ・機能性表示食品 適正飲酒のための取り組み

日本コカ･コーラは、適正飲酒の啓発のために、責任を持って自社アルコールブランドのマーケティ

ング活動を行っています。適正飲酒啓発やお酒と健康に関する情報発信など、アルコールの有害な

使用の低減および防止に向けて、お客様に適切な情報を提供するように努めています。

※小数点以下は四捨五入で表記。※北陸コカ・コーラボトリングの製品ポートフォリオ。2025年12月数量ベース。北陸コカ・コーラ調べ。

炭酸飲料　21％

コーヒー飲料　25％ 水　8％ スポーツ飲料　9％ 果汁飲料　5％ エネルギー飲料、アルコール飲料を含む その他　7％

茶系飲料　25％
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北陸コカ･コーラプロダクツ（株）砺波工場

豊かな自然に抱かれた砺波工場では、大型・小型兼用無菌ライン、

缶ライン、PETライン、 ガラスびんラインの計5ラインを備え、80

種類以上の製品を製造できる体制を整えています。 原材料の納入

から製品出荷まで、すべての製造工程において、製品の品質と安全

性を守るために、厳しく定めた独自の品質管理を行っています。 

また、砺波工場は、品質マネジメントシステムの規格「ISO9001」、

環境マネジメントシステムの規格「ISO14001」および食品安全

システムの規格「FSSC22000」や 労働安全衛生マネジメントシ

ステムの規格「ISO45001」の認証を受けています。

大気や地下水など、周辺の環境にあたえる環境負荷低減および

温室効果ガス（CO²）削減のため、工場の燃料は大気を汚染する

物質が少ないLPガスを使用しています。

また、工場内の省エネにも努め、廃棄物排出ゼロに向けて積極的

に取り組んでいます。

製品の製造工程で菌の混入を防ぐ無菌充填設備の導入をはじ

め、製造ラインや使用器具の定期的な洗浄・殺菌はもちろん、工場

で働く従業員の健康状態もチェックするなど、すべてにおいて衛

生管理を徹底し、常に清潔な状態が保たれています。

砺波工場では、2013年から屋根の一部を貸し出し太陽光発電事

業に協力しています。さらに広大な工場の屋根を活用して製造棟

や倉庫棟の屋根に太陽光パネル3,084枚を設置し、自家消費に

よって再生可能エネルギー電気を使用しています。電力消費量の

約6.5％を太陽光でまかない、年間648ｔのCo2削減となりまし

た（2025年3月～2026年2月）。温室効果ガス排出削減を通じ

て脱炭素社会の実現および地域社会の持続的な発展に向けてさ

らに貢献することを目指しています。

砺波工場では、洗浄水と薬剤を使わずエレクトロン・ビーム（電子

線）でPETボトルの殺菌を行

う製造ラインを2011年に

全世界のコカ･コーラ工場で

初めて導入し、水の使用量を

大幅に削減することに成功し

ました。

庄川水系の良質な地下水に恵まれた砺波工場では、工場での製

造工程における水の使用量の管理を徹底しています。製品殺菌

工程で使用した温水を冷却し再利用する「冷却水節水システム」

を導入し、水使用を少なくした生産ラインの導入など水使用量の

削減に積極的に取り組んでいます。

利用された水は最終的に排出処理設備を通し、微生物を使う「活

性汚泥法」で処理され、環境への負荷が少ない方法で河川に放流

します。その際の水質については、水質汚濁防止法や条例を遵守

することはもちろん、排水量を削減し、よりきれいな水を自然に還

せるよう努めています。

水は私たちコカ･コーラの命の源。コカ･コーラシステムの水質に

関する基準は、世界保健機関（WHO）の分析項目ならびに分析値

を取り入れています。 砺波工場でも、ザ コカ･コーラカンパニー

が世界共通で定めている基準と日本国内の水道法や水質基準と

照らし合わせて、より厳しい基準値を採用しています。

自ら課した厳しい基準値のもと、多様な工程を経て高品質の水に

つくり替える。この厳しい水処理工程を私たちは「水をみがく」と

呼んでいます。

品質・食品安全

ゼロ・エミッションに向けての取り組み

厳密な衛生管理

工場での太陽光発電

エレクトロン・ビーム殺菌

水資源管理の推進

高品質の水づくり
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所 在 地

実 施 曜 日

ご予約方法

駐 車 場

見学コース見学コース

北陸コカ･コーラ砺波工場　〒939−1401 富山県砺波市東保1202−1
● 砺波ICより…車で約15分　　● 高岡砺波スマートIC（ETC専用）より…車で約5分

火・水・木　10：00～／13：30～　（2026年6月1日より曜日が変更となりました。）
※アップサイクルを学ぶランプづくり＋工場見学については、13：30～の1回のみ

工場見学をご希望の方は、予約カレンダーから
WEB予約によりお申し込みください。

普通車 30台、大型バス 2台（中型バスの場合3台）
ご来場手段（乗用車・バス）によって、入場口が異なります。ご確認の上ご来場くださいますようお願いいたします。

2つのコースをご準備2つのコースをご準備
A . 工場見学A . 工場見学　約50分 （工場概要説明、製造工程見学、コカ・コーラ製品の試飲）　約50分 （工場概要説明、製造工程見学、コカ・コーラ製品の試飲）
B . アップサイクルを学ぶランプづくり + 工場見学B . アップサイクルを学ぶランプづくり + 工場見学　約100分　約100分

砺波工場 見学のご案内 北陸コカ・コーラ さわやかパーク

地元の子どもたちとの
交流イベント

水の日工場見学の
実施

砺波工場近くのこども園の年長

児さんが昨秋植え付けたチュー

リップの球根がきれいな花を咲

かせ、その花を描くイベントを毎

年開催しております。

2025年8月1日、富山県内

の小学生14名に大切な資源

である水について学び、関心

を高 めてもらうために「 水 の

日工場見学」を開催しました。

さわやかパークに「だれでもトイレ」を完備。気軽にお越しください。さわやかパークに「だれでもトイレ」を完備。気軽にお越しください。

砺波工場の隣にある北陸コカ・コーラ さわやかパークは、北陸コカ･コーラボトリング株式

会社創立50周年を記念してつくられた“緑あふれる憩いの公園”です。季節に合った色と

りどりのお花を楽しむことができる、地域の皆さんに親しまれる公園を目指しています。

富山県砺波市東保1202−1　［ 利用時間／9：00～17：00 ］
専用駐車場有り　●開園時間帯は常時駐車できます （予約不要）

● 定員／20名● 定員／20名
● 対象／中学生以上● 対象／中学生以上
　 （小学生以下のお客様は親子での参加が条件となります）　 （小学生以下のお客様は親子での参加が条件となります）
● 予約受付／予約希望日の7日前まで● 予約受付／予約希望日の7日前まで
● 料金／Aコース…無料● 料金／Aコース…無料
　　　　 Bコース…1,000円（税込）　　　　 Bコース…1,000円（税込）

（自動販売機有料）※お土産付き（自動販売機有料）※お土産付き

砺波工場見学
予約ページへ

Bコースに新設！！Bコースに新設！！
【コーヒーかす】を

再利用した
ランプづくり体験
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▼ 詳細はこちら

当社の活動は  ホームページ  ・  
Instagram  ・  X  ・  YouTube
からもご覧いただけます

アンケートにご協力をお願いします

サステナビリティレポートをご覧いただ
きありがとうございます。内容について、皆さま
のご意見をお聞かせください。当社の今後の活
動に役立てて参ります。

▶︎ click   https://forms.cloud.microsoft/r/RLUGVUuXpV?origin=lprLink

XInstagramホームページ YouTube

COPYRIGHT© Hokuriku Coca-Cola Bottling Co.,Ltd.

北陸コカ・コーラボトリング株式会社

1962　●　北陸飲料株式会社設立

1963　●　北陸コカ・コーラボトリング株式会社に商号変更

　　　　　　高岡工場新設

1964　●　本社を富山県高岡市内島3550番地に移転

1970　●　石川県松任市（現 白山市）に石川工場新設

1975　●　福井県武生市（現 越前市）に武生工場新設

　　　　　　「ジョージア」缶コーヒー発売

1984　●　長野コカ・コーラボトリング株式会社の経営権取得

1998　●　富山県砺波市に砺波工場新設

1999　●　長野コカ・コーラボトリング株式会社と合併

2002　●　石川リサイクルセンター新設

2003　●　砺波工場に無菌充填PET製造ラインを新設

　　　　　　本社社屋増改築工事竣工

　　　　　　情報システム部門を分社し、株式会社ヒスコム設立

　　　　　　物流部門を分社し、北陸ロジスティクス株式会社設立

　　　　　　製造部門を分社し、北陸コカ・コーラプロダクツ株式会社設立

2004　●　販売機器メンテナンスQC部門を分社し、北陸マシンテクノサービス株式会社設立

　　　　　　飲料容器リサイクル部門を分社し、株式会社北陸リサイクルセンター設立

　　　　　　北陸長野キャンティーン株式会社から株式会社ベネフレックスに商号変更

2009　●　砺波工場に無菌充填大型PET製造ラインを増設

　　　　　　「い・ろ・は・す」天然水ボトリング開始

2011　●　砺波工場にEB無菌充填PET製造ライン新設

2012　●　創立50周年記念事業「さわやかパーク」造成

2015　●　GRNホールディングス株式会社（現 GRN株式会社）を新設分割により設立

2019　●　砺波工場に新無菌充填NAT製造ラインを新設

2021　●　砺波工場にてレモンサワー「檸檬堂」の生産を開始

2022　●　創立60周年

2023　●　資本金1億円に減資

2024　●　コラボレーションオフィスTOYAMA新設

　　　　　　松本ロジスティクスセンター新設

2025　●　黒部事業所を閉鎖

　　　　　　諏訪事業所、伊那事業所を閉鎖し、松本ロジスティクスセンターに統合
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